
消
防
指
令
業
務
の
共
同
運
用
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す

・比企広域消防本部
・西入間広域消防本部
・坂戸・鶴ヶ島消防本部
・埼玉西部消防局

４消防（局）本部の管轄エリア

☆　消防本部および消防署
◎　消防署
　　分署

飯能寄居線バイパス
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近
年
、
複
雑
多
様
化
す
る
消
防

需
要
に
広
域
的
に
対
応
し
、
消
防

事
務
の
高
度
化
に
よ
る
消
防
力
の

強
化
な
ら
び
に
消
防
行
政
の
合
理

化
お
よ
び
効
率
化
を
図
る
た
め
、

全
国
的
に
消
防
指
令
業
務
の
共
同

運
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
毛
呂
山
町
で
は
、
越
生

町
、
鳩
山
町
と
と
も
に
３
町
で
構

成
さ
れ
た
「
西
入
間
広
域
消
防
組

合
」
に
よ
り
消
防
業
務
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
西
入
間
広
域
消
防
組

合
に
つ
い
て
も
、
近
隣
の
４
消
防

（
局
）本
部
と
と
も
に
消
防
指
令
業

務
の
共
同
運
用
に
つ
い
て
協
議
を

す
る
た
め
、
令
和
元
年
度
に
協
議

会
を
設
置
し
、
令
和
３
年
４
月
16

日
に
、
埼
玉
西
部
消
防
組
合
飯
能

日
高
消
防
署
で
共
同
運
用
の
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た（
Ｐ
８
参
照
）。

　
現
在
、
各
４
消
防
（
局
）
本
部

で
保
有
す
る
指
令
シ
ス
テ
ム
を
１

か
所
に
集
約
し
、
共
通
す
る
指
令

業
務
を
共
同
で
処
理
す
る
た
め
、

令
和
６
年
４
月
１
日
の
運
用
開
始

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

共
同
運
用
の
メ
リ
ッ
ト

■
局
地
的
な
災
害
時
等
で
の

　
迅
速
な
対
応

　
災
害
情
報
の
一
元
化
が
行
え
、

迅
速
か
つ
効
果
的
に
相
互
応
援
協

定
の
活
用
が
可
能
と
な
り
、
迅
速

な
活
動
部
隊
の
投
入
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

■
配
置
人
員
の
適
正
化

　
指
令
員
の
共
同
配
置
に
よ
り
、

マ
ン
パ
ワ
ー
を
必
要
と
す
る
現
場

要
員
へ
の
配
置
転
換
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

■
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
の
向
上

　
国
や
県
、
市
町
村
間
へ
の
報
告

や
連
携
、さ
ら
に
病
院
、自
衛
隊
、

警
察
、
消
防
団
、
民
間
団
体
等
、

分
野
ご
と
の
連
携
体
制
の
構
築
を

進
め
、
災
害
へ
の
早
期
対
応
を
可

能
と
し
、
災
害
事
案
へ
の
対
応
力

の
向
上
が
図
れ
ま
す
。

■
人
材
育
成
の
充
実

　
４
消
防
（
局
）
本
部
の
職
員
が

協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
間

の
交
流
が
活
発
化
し
、
職
務
へ
の

意
欲
向
上
等
の
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

■
財
政
上
の
効
果

　
複
数
の
消
防
本
部
で
多
額
な
費

用
を
要
す
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
を

１
か
所
に
集
約
し
、
共
同
で
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
独
消
防
本

部
で
は
整
備
が
困
難
で
あ
っ
た
高

機
能
消
防
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の

整
備
が
図
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
西
入

間
広
域
消
防
組
合
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

出動・活動

119通報

出動指令 出動指令

119通報

出動・活動

電話による応援要請

Ａ消防本部 Ｂ消防本部

■現行の消防指令業務…消防本部ごとで消防指令業務を行っている。

119通報 119通報

受信内容により迅速応援要請

Ａ消防本部 Ｂ消防本部

出動・活動

出
動
指
令

出動・活動
出
動
指
令

共同消防指令センター

■共同運用後の消防指令業務…各市町の災害発生状況等を一元管理できる。

問
合
せ　
西
入
間
広
域
消
防
組
合　
総
務
課
企
画
財
政
担
当
ｔ
２
９
５

－
０
１
１
９
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Ｑ
．
ど
う
し
て
、
料
金
改
定
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
？

Ａ
．
今
回
の
改
定
は
、
消
費
税
率

等
改
正
に
よ
る
改
定
を
除
き
、
平

成
13
年
４
月
以
来
の
値
上
げ
改
定

と
な
り
ま
す
（
平
成
20
年
に
は
一

般
家
庭
を
対
象
に
約
15
％
の
値
下

げ
を
実
施
し
て
い
ま
す
）。

　

公
営
企
業
で
あ
る
水
道
事
業

は
、
独
立
採
算
制
を
基
本
原
則
と

し
、
そ
の
事
業
費
の
ほ
と
ん
ど
を

水
道
料
金
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
水
道
事
業
の
基
本
計
画
で
あ

る
「
経
営
戦
略
」
を
平
成
30
年
３

月
に
策
定
し
た
結
果
、
現
在
の
水

道
料
金
で
は
令
和
２
年
度
に
収
益

的
収
支
の
純
損
益
が
赤
字
と
な
る

試
算
で
し
た
が
、
現
状
は
令
和
元

年
度
に
お
い
て
、
当
年
度
純
損
益

が
７
０
０
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
水
道
事
業
経
営
の
健
全
性
の
確

保
と
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
（
浄

水
場
や
水
道
管
な
ど
）
の
更
新
や

耐
震
化
な
ど
の
事
業
費
、
災
害
の

発
生
時
に
備
え
る
資
金
を
確
保
す

る
た
め
、
今
回
の
料
金
改
定
と
な

り
ま
し
た
。

Ｑ
．
今
、
基
本
料
金
の
減
免
を
し

て
い
る
の
に
、
値
上
げ
す
る
の
は

ど
う
し
て
で
し
ょ
う
？

Ａ
．令
和
２
年
10
月
検
針
分
か
ら
、

水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
減
額
し

て
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
経
済

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
町

独
自
の
支
援
策
の
一
つ
で
、
国
か

ら
の
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　
水
道
料
金
の
減
収
分
は
町
の
一

般
会
計
か
ら
全
額
補
助
さ
れ
て
い

ま
す
。
水
道
事
業
の
経
営
に
余
裕

が
あ
っ
て
行
っ
て
い
る
取
り
組
み

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

Ｑ
．
水
道
料
金
は
、
な
ぜ
市
町
村

ご
と
に
違
う
の
で
す
か
？

Ａ
．
水
源
の
種
類
や
地
形
な
ど
の

地
理
的
要
因
に
よ
っ
て
水
道
水
を

作
っ
て
届
け
る
費
用
が
違
い
ま

す
。
ま
た
、
人
口
密
度
や
需
要
構

造
の
違
い
に
よ
る
社
会
的
要
因
も

大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
皆
さ
ん
に
ご
負
担
い
た
だ

く
水
道
料
金
も
違
う
の
で
す
。

　
当
町
は
、
口
径
20
ミ
リ
で
１
か

月
あ
た
り
20
立
方
メ
ー
ト
ル
使
用

し
た
場
合
、
現
在
は
県
内
55
団
体

の
う
ち
、
安
い
ほ
う
か
ら
数
え
て

17
番
目
で
す
が
、
改
定
後
は
35
番

目
と
な
る
見
込
み
で
す
（
令
和
元

年
度
決
算
統
計
調
査
）。

Ｑ
．
実
際
に
値
上
げ
さ
れ
た
水
道

料
金
の
請
求
が
始
ま
る
の
は
い
つ

か
ら
で
す
か
？

Ａ
．
料
金
改
定
は
、
令
和
３
年
10

月
１
日
で
す
が
、
10
月
以
前
か
ら

使
用
し
て
い
る
使
用
者
は
経
過
措

置
が
あ
り
ま
す
の
で
12
月
の
検
針

か
ら
で
請
求
は
令
和
４
年
１
月
か

ら
で
す
。

　
水
道
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

水道事業を考えよう
未来へ引き継ぐ　安全で頼れる水道をめざして

第19回

問合せ　
水道課業務係　ｔ295－2112   内 161

10
月
１
日
以
降
の
使
用
分
か
ら

水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す

第63回「水道週間」６月１日～７日

「生活も　ウイルス予防も　蛇口から」をスローガンに全国的に実施されます。

令
和
３
年
10
月
１
日
以
降
の
使
用
分
か
ら
水
道
料
金
を
平
均
改
定

率
19
・
８
％
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
は
、
料
金
改

定
に
至
っ
た
経
緯
を
「
Ｑ
＆
Ａ
形
式
」
で
ご
説
明
し
ま
す
。

な
お
、
下
水
道
使
用
料
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。


